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第三次基本計画案についての意見と意見に対する市の考え方 

・実施期間：平成２７年１２月２日から平成２８年１月４日まで 

・意見提出者数・意見総数：１名、２件 

 

整理 

番号 
提出された意見 意見に対する市の考え方 

１ 

意

見 

生活道路の整備 

 

道路の構造を見た場合、車道の平坦性が優

先され、歩道には側溝や側溝蓋による凹凸、

車道・民地（宅地等）との段差がある場合

は出入口用の傾斜部が集中し、極めて歩き

にくい現状の所が多い。段差のある車道や

民地と歩道を接続する際は、歩道の平坦性

を優先し、歩道と車道に段差がある場合は

車道に傾斜部を、歩道と民地に段差がある

場合は民地に傾斜部を設けるといった道路

の構造・設計が必要と考える。 

 歩車道に２０ｃｍ程度の段差の

あるマウンドアップ型の歩道は、

従前の道路構造の主流でしたが、

幅員の狭い歩道では、車両等の出

入りのための切り下げによる歩き

にくさが全国的にも課題となって

います。 

 ご意見にあるような車道でのす

り付けについては、車両等、特に

近年利用者の多い自転車の安全走

行に課題があります。また、民地

でのすり付けは、民地の土地利用

上の問題もあります。 

 近年では、歩車道の段差の少な

い構造のセミフラット型、フラッ

ト型の歩道も増えており、今後の

道路整備時のバリアフリー化の対

応策として考えられます。 

 しかし、既存の歩道の改修には、

多大な費用が必要であることや現

状の民地との高さの調整など課題

もあることから、可能な範囲で改

修を検討していきます。 

理

由 

歩道の利用者は次第に増加し、老齢化する

ものと推察する。従って、歩きやすい歩道

環境、車いすや補助歩行器等を利用する歩

行者に配慮した歩道環境を整備し、散歩を

優先して、健康維持、健康増進に利用して

いくことが必要と考える。 
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２ 

意

見 

省エネルギーの推進と自然エネルギーの有

効利用 

 

地球温暖化防止に向けた温室効果ガスの抑

制を目的に、省エネルギーと自然エネルギ

ーの促進は極めて重要であることに同意。

一次エネルギーの半分以上は冷暖房や給湯

と言った熱エネルギーとして利用されてい

るので、自然の熱エネルギーを熱源として

利用すれば一次エネルギーの省エネに大き

く寄与すると考える。太陽光発電以外に太

陽熱や地中熱、地下水熱といった我孫子に

優位性のある自然熱エネルギーの利用も大

いに推進してほしい。 

自然エネルギーを熱源として直

接利用することはエネルギー効率

の点からも重要と考えます。その

ため、現在市では住宅用省エネル

ギー設備補助金の中に、平成２７

年７月から太陽熱利用システムを

設置した方に対しての補助金を追

加し、推進を図っているところで

す。 

 地中熱や地下水熱利用について

は、技術的に確立しつつあるもの

の、普及については、緒についた

段階であることから、経済的な面

や揚水規制との関係を含め、今後

研究していきます。 理

由 

我孫子の地下には豊富な地下水があると推

察。地中・地下水の持つ熱エネルギーを熱

源に利用する地中熱ヒートポンプは我孫子

市の熱エネルギー源として有益と考えられ

るので、公共施設等の空調熱源等に積極導

入を図ることが望ましい。更に、地球温暖

化防止、ＣＯ２削減に向けた国の補助事業

も推進されているので、これらの活用も可

能と考える。 

 


